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臨時・非常勤職員評議会の交渉は１２月２０日（火）１８：３０～ ６０２会議室 参加希望の方、事務室まで連絡を

『認定ＮＰＯ法人世界の子どもにワクチ
ンを日本委員会』より、
今年も書き損じはがき回収の協力依頼がありま
した。
コロナの影響で、ワクチンを接種できない子ど
もたちがいます。感染症は子どもたちの命と一緒
に大切な夢も奪ってしまいます。
皆さんから提供いただいた【書き損じはが
き・未使用切手・全国共通ギフト券・外
国紙幣（コインは不可）・未使用テレホ
ンカードなど】がワクチンに換えられ途上国
の子どもたちへ届けられます。
世界でワクチンがないために命を落とす子ども
は1日４，０００人
提供いただいた1枚のはがきでＢＣＧワクチ
ン2人分とポリオワクチン1人分を届けられ
ます。
ご協力いただける場合は1月31日（火）まで

に組合事務室にお届けください。

書き損じはがき回収キャンペーン

前回のふなみちで、会計年度任用職員の組合（略称：
臨職評）が、船橋市役所職員労働組合にすでにあるこ
とをお知らせしましたが、今回は臨職評が職員課との
課長交渉を行うお知らせです。
会計年度任用職員全体の改善要求を職員課と話し合

います。交渉とは基本年２回、春と秋に行われ、組合
に加入している会計年度任用職員のさまざまな声から、
話し合いの内容が決められ、働きやすい職場、長く働
き続けられる職場になるよう改善を目指すものです。
他にも組合員がいる職場については、その中でおこ

る個別の課題を解決するために、別に交渉を行う場合
があります。
この秋の交渉では、◆欠員が生じていない場合でも、
一定条件下では公募を行うことから、今後高度な専門
職の公募がかかるかもしれないこと◆感染症連続５日
病休の使いづらさ◆会計年度任用職員制度開始３年を
経て見直してほしい課題点などを話し合う予定です。

組合事務室にパンフレットございます。


